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第 1 部 戦時期における海軍の政治的特徴
第 1 部では、主に米内の第 l 次海相期を中心に、実際の政治過程に即して、就任当初の米内と海軍内
部を分析することから、第 2 部の分析の視座を得ている。























第 2 章 海軍における「統制J と政治関与一第 I 次日独伊三国同盟交渉を通じてー
本章では、 1938年から 1939年にかけての第 l 次日独伊三国同盟交渉を事例として扱い、海軍の消極的
-958-
な政治関与が生み出される要因を、海軍内で重視されていた伝統である「統制」に着目して明らかにし


































































第 2 部では、第 l 部の成果に拠りつつ、対米開戦と終戦の政治過程の重要局面における海軍の政治的
役割についてキ食言すしている。












































































第 4 章 鈴木貫太郎内閣における対ソ和平交渉始動と米内光政
本章では、鈴木貫太郎内閣がソ連を仲介とした和平交渉を開始させるに至る政治過程において、米内
光政の政治的役割を明らかにしている。































天皇や木戸は部下統制という執行過程に介入することを極力避けようとしており、第 1 回「聖断J は
国務と統帥の分離を調整するためになされたものであった。だが、部下統制についての明確な言及を欠







































第 l 章 「日中戦争初期における米内光政の基礎的研究J a国史談話会雑誌j 48、 2007年)、「第
l 次日独伊三国同盟交渉と日本海軍J a歴史j 110、 2008年)の一部。
第 2 章 前掲「第 l 次日独伊三国同盟交渉と日本海軍」
第 3 章 「民間人ブレーントラストの設立と日本海軍J aヒストリアj 217、 2009年)










「海軍よりみた小磯国昭内閣J (r軍事史学j 45-2 、 2009年)




















とともに、 1945年 6 月の対ソ和平交渉の始動において、米内と内大臣の木戸幸ーとの聞に相互依存関係
が存在したことを解明した。さらにポツダム宣言受諾過程においては、米内の政治姿勢に対する分析か
ら、受諾をめぐる大本営政府内の論争を部下統制という執行方法をめぐる対立の視点で捉え直し、陸海
軍だけでなく天皇・宮中グループの行動も含めて一貫した論理で説明した。
終章では、本論文の成果をまとめ、海軍の政治的行動と政治構造に与えた影響を総括している。
近年、戦時期における様々な政治主体の分析が進んでいるが、海軍については断片的な分析があるの
みであった。これに対して本論文では、海軍に関する史料を網羅的に調査し、首脳部や中堅層が持って
いた管掌範囲に対する認識までも分析して、一貫した政治的行動の特徴と政治過程における影響力を明
らかにした。また、このことにより、研究が豊富な対米開戦や敗戦の過程に対しても、新たな歴史像を
提示することに成功している。その成果は日本近現代史研究の発展に寄与するところ大であるといえる。
よって本論文提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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